
　かめだ・しゅういち　１９５３年、福

岡県生まれ。九州大学大学院文学研

究科修士課程修了。岡山理科大学で

助教授や教授などを歴任し、２０２２年

から同大学名誉教授。専門は東アジ

ア考古学。著書に「日韓古代瓦の研

究」などがある。

楯築遺跡（倉敷市）

両
宮
山
古
墳
（
赤
磐
市
）

作
山
古
墳
（
総
社
市
）

　
日
本
遺
産
は
「
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通

じ
て
我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
」

を
文
化
庁
が
認
定
す
る
制
度
。
既
存
の
文
化
財
の
価

値
付
け
や
保
全
の
た
め
の
新
た
な
規
制
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
地
域
に
点
在
す
る

遺
産
を
「
面
」
と
し
て
活
用
し
、発
信
す
る
こ
と
で
、

地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　
２
０
１
８
年
５
月
、岡
山
と
倉
敷
、

総
社
、
赤
磐
の
４
市
に
ま
た
が
る

「
『
桃
太
郎
伝
説
』
の
生
ま
れ
た
ま

ち
　
お
か
や
ま
～
古
代
吉
備
の
遺
産

が
誘
う
鬼
退
治
の
物
語
～
」
が
、
文

化
庁
の
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

　
「
桃
太
郎
伝
説
」
が
伝
え
る
ス
ト

ー
リ
ー
は
、広
く
知
ら
れ
た
昔
話
と
、

き

び

つ

ひ

こ

の

み

こ

と

う

ら

吉
備
津
彦
命
に
よ
る
鬼
神
・
温
羅
退

治
の
伝
承
と
い
う
、
「
古
事
記
」
や

「
日
本
書
紀
」
に
も
記
述
の
あ
る
歴

史
的
背
景
を
結
び
付
け
、
親
し
み
や

す
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
伝
承
の

舞
台
と
な
っ
た
史
跡
や
重
要
文
化

財
、
古
墳
な
ど
を
構
成
文
化
財
の
中

心
に
据
え
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
造
山
古

墳
（
岡
山
市
）
や
作
山
古
墳
（
総
社

市
）
、
両
宮
山
古
墳
（
赤
磐
市
）
な

ど
の
古
墳
群
を
は
じ
め
、
岡
山
市
の

吉
備
津
神
社
や
吉
備
津
彦
神
社
、
倉

敷
市
の
楯
築
遺
跡
、
総
社
市
の
鬼
城

山
な
ど
関
係
史
跡
・
遺
跡
、
ま
た
桃

や
き
び
だ
ん
ご
と
い
っ
た
名
物
も
並

ぶ
。
古
代
の
伝
説
を
今
に
伝
え
る
数

々
の
風
景
や
品
々
が
、
私
た
ち
を
神

秘
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
へ
と
い
ざ
な

う
。
知
名
度
の
高
い
「
桃
太
郎
」
を

前
面
に
押
し
出
す
こ
と
で
、
国
内
外

へ
の
高
い
発
信
力
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　日本遺産シンポジウム「葬られた古代吉備の歴史」（岡山、

倉敷、総社、赤磐の４市でつくる日本遺産「桃太郎伝説の生

まれたまち　おかやま」推進協議会主催）が岡山芸術創造劇

場ハレノワ（岡山市北区表町）で開かれた。出演者は岡山市

出身の歴史学者・磯田道史氏、考古学者の亀田修一氏、岡山

市長・大森雅夫氏、コーディネーターに考古学者・草原孝典

氏を迎え、古墳時代の吉備が大和と二つ並びの輝かしい歴史

を有していたのではないかという説について議論を深めた。

　いそだ・みちふみ　１９７０年、岡山

市生まれ。慶應義塾大学大学院文学

研究科博士課程修了。静岡文化芸術

大学教授などを経て２０２１年から国際

日本文化研究センター教授。岡山城

の「令和の大改修」の際は天守の展

示を監修した。

　おおもり・まさお　１９５４年、岡山

市生まれ。東京大学法学部卒。７７年

に建設省（現国土交通省）に入り、

内閣府政策統括官（防災担当）、国

交省国土政策局長などを歴任。２０１３

年１０月の岡山市長選で初当選し、３

期目。

榊山古墳（岡山市）出土の青銅製

の金具「馬形帯鉤（たいこう）」。

４世紀ごろに朝鮮半島で流通した

タイプとされ、吉備と半島とのつ

ながりを示す（宮内庁書陵部所蔵）

５
世
紀
初
頭
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
造
山
古
墳

（
岡
山
市
、
全
長
約
３
５
０
㍍
）
は
、
同
時
期
で
は

全
国
で
も
最
大
級
の
大
き
さ
だ
っ
た

　
大
森
　
５
世
紀
初
頭
に
造
ら
れ
た
と

推
定
さ
れ
る
全
長
約
３
５
０
㍍
の
造
山

古
墳
（
岡
山
市
）
は
、
同
時
期
の
古
墳

と
し
て
は
日
本
最
大
級
。
古
墳
は
権
威

と
富
の
象
徴
で
も
あ
り
、
こ
の
時
代
の

吉
備
に
強
大
な
力
を
持
つ
豪
族
が
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
般
的
な
中
学

の
教
科
書
で
は
３
世
紀
ご
ろ
に
大
和
王

権
が
登
場
し
、
全
国
の
豪
族
は
そ
の
支

配
下
に
あ
っ
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
。
し
か
し
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。

多
く
の
研
究
者
と
議
論
す
る
中
で
、
わ

れ
わ
れ
は
「
吉
備
と
大
和
の
二
頭
政
治
」

が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
。
「
こ
の
説
で
教
科
書
を
塗
り
替

え
る
」
く
ら
い
の
意
気
込
み
で
岡
山
か

ら
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　
草
原
　
新
た
な
古
墳
時
代
像
と
は
。

　
大
森
　
吉
備
に
巨
大
な
勢
力
が
存
在

し
た
形
跡
は
多
い
。
４
１
４
年
に
つ
く

ら
れ
た
高
句
麗
の
好
太
王
碑
に
は
「
３

９
１
年
以
来
、
倭
が
海
を
越
え
て
襲
来

し
た
」
と
あ
る
。
こ
の
軍
事
行
動
の
日

本
側
の
拠
点
が
、
鉄
の
流
通
拠
点
だ
っ

た
吉
備
で
は
な
い
か
。
同
時
期
に
造
ら

れ
た
造
山
古
墳
に
関
し
、
１
９
８
８
年

に
岡
山
市
の
大
手
総
合
建
設
業
社
が
行

っ
た
試
算
で
は
、
完
成
ま
で
に
必
要
な

人
員
は
延
べ
１
５
０
万
人
を
超
え
る
。

同
時
期
に
国
単
位
の
軍
事
行
動
の
支
援

と
、
日
本
最
大
級
の
古
墳
築
造
を
行
え

た
の
は
、
単
な
る
地
方
豪
族
で
は
な
く
、

王
族
と
言
え
る
レ
ベ
ル
の
大
豪
族
だ
っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
。「
吉
備
と
大
和
の

二
頭
政
治
」説
は
、吉
備
勢
力
の
大
き
さ

が
見
え
て
き
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
。

　
磯
田
　
「
二
頭
政
治
」
は
古
墳
時
代

に
２
回
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
１
回

目
が
２
１
０
年
か
ら
２
３
０
、
２
４
０

年
ま
で
。
大
和
に
政
権
が
で
き
た
と
き
、

そ
の
中
枢
部
で
働
い
て
い
た
の
は
吉
備

系
の
人
た
ち
だ
っ
た
こ
と
が
出
土
品
な

ど
の
分
析
か
ら
分
か
っ
て
き
て
い
る
。

２
回
目
は
、
日
本
列
島
の
統
一
が
進
む

３
～
４
世
紀
ご
ろ
。
吉
備
の
人
た
ち
が

朝
鮮
半
島
に
渡
り
、
大
量
の
鉄
を
持
ち

帰
っ
て
多
く
の
武
器
を
そ
ろ
え
た
か

ら
、
大
和
王
権
は
西
へ
東
へ
と
征
服
の

手
を
伸
ば
せ
た
。

ば
い
づ
か

さ
か
き
や
ま

　
草
原
　
造
山
古
墳
の
陪
塚
・
榊
山
古

た
い
こ
う

墳
（岡
山
市
）
か
ら
は
馬
形
帯
鉤
（馬
の

形
を
し
た
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
ル
の
よ
う

な
役
目
を
す
る
金
具
）
な
ど
、
朝
鮮
半

島
を
経
由
し
て
吉
備
に
持
ち
込
ま
れ
た

と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
く
出
土
し
て
い

る
。
高
塚
遺
跡
（
岡
山
市
）
や
菅
生
小
学

校
裏
山
遺
跡
（
倉
敷
市
）
は
、
渡
来
人

が
住
ん
で
い
た
村
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
亀
田
　
３
９
０
年
代
ご
ろ
か
ら
吉
備

は
よ
り
朝
鮮
半
島
に
関
与
し
、
鉄
（
正

確
に
は
鉄
器
）
を
得
た
。
鉄
製
の
く
わ

や
す
き
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

耕
作
・
土
木
作
業
の
効
率
が
ア
ッ
プ
。

古
墳
を
築
く
よ
う
な
大
工
事
に
つ
な
が

っ
た
の
だ
ろ
う
。
鉄
を
背
景
に
吉
備
は

大
和
と
肩
を
並
べ
る
力
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
５
世
紀
前
後
、
吉
備
に
渡
来

人
が
や
っ
て
き
て
、
真
っ
先
に
最
新
の

文
化
を
伝
え
た
様
子
も
見
え
て
き
て
い

る
。

　
磯
田
　
吉
備
の
人
々
は
朝
鮮
半
島
南

か

や

部
の
「
伽
耶
」
地
域
と
直
接
的
に
行
き

来
し
て
い
た
。
彼
ら
は
足
守
川
を
さ
か

か

よ

う

の
ぼ
っ
た
地
域
、
今
の
賀
陽
郡
（
賀
陽

は
「
か
や
」
と
も
読
む
）
に
住
ん
で
い

た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
は
楯
築
遺
跡
（
倉

敷
市
）
を
造
っ
た
人
々
の
住
む
、
当
時

日
本
に
３
、
４
カ
所
し
か
な
い
大
規
模

な
都
市
だ
っ
た
は
ず
だ
。
渡
来
系
の
人

々
は
鉄
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
能
を

持
ち
、
存
在
感
を
示
し
て
い
た
。

　
大
森
　
吉
備
か
ら
朝
鮮
半
島
へ
渡
っ

た
人
も
多
い
よ
う
だ
。後
の
時
代
に
は
、

倭
が
百
済
と
組
ん
で
新
羅
を
攻
め
る
よ

う
な
話
も
あ
る
が
、
ど
う
も
吉
備
系
の

人
は
親
新
羅
の
主
張
も
し
て
お
り
、
混

沌
と
し
た
政
情
が
読
み
取
れ
る
。

　
草
原
　
「
宋
書
倭
国
伝
」
に
倭
の
五

王
の
記
述
が
あ
る
５
世
紀
ご
ろ
や
、
吉

備
で
全
長
１
０
０
㍍
を
超
え
る
大
型
古

墳
が
６
基
も
築
か
れ
た
３
、
４
世
紀
ご

ろ
、
吉
備
は
大
和
王
権
と
ど
の
よ
う
な

関
係
だ
っ
た
の
か
。

　
磯
田
　
４
０
０
年
前
後
、
「
日
本
書

紀
」で
は
応
神
天
皇
が
活
躍
し
て
い
る
。

え

ひ

め

吉
備
系
豪
族
の
娘
・
兄
媛
と
の
ロ
マ
ン

ス
が
知
ら
れ
、
兄
媛
が
宮
中
か
ら
離
れ

る
際
に
別
れ
を
惜
し
ん
で
詠
ん
だ
歌

で
は
「
二
つ
並
び
」
が
強
調
さ
れ
て
お

り
、
「
吉
備
と
大
和
の
二
頭
政
治
」
を

表
し
て
い
る
と
も
と
れ
る
。
そ
の
後
応

神
天
皇
は
吉
備
を
訪
れ
、
岡
山
市
足
守

地
区
で
兄
媛
と
再
会
。
彼
女
の
家
族
・

親
族
と
も
親
し
く
し
て
お
り
、
当
時
の

吉
備
と
大
和
の
円
満
な
関
係
が
う
か
が

え
る
。

　
大
森
　
好
太
王
碑
で
は
４
０
０
年
前

後
に
倭
の
軍
勢
が
朝
鮮
半
島
で
軍
事
行

動
を
行
っ
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る

が
、
倭
の
誰
が
攻
め
て
き
た
の
か
の
記

述
は
な
い
。
こ
れ
は
倭
が
こ
の
時
期
に

は
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
単
独
の
勢
力

か
ら
な
る
軍
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
草
原
　
朝
鮮
と
の
貿
易
、
戦
争
な
ど

を
契
機
に
急
成
長
し
た
は
ず
の
吉
備
の

勢
力
が
、
な
ぜ
か
「
日
本
書
紀
」
で
は

ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
磯
田
　
吉
備
の
衰
退
は
「
高
句
麗
」

「
火
山
灰
」
「
鉄
」
「
馬
」
と
い
う
四

つ
の
ワ
ー
ド
で
説
明
で
き
る
。
高
句
麗

の
「
馬
に
乗
っ
た
兵
が
素
早
く
矢
を
放

っ
て
く
る
」
戦
法
に
倭
の
軍
は
苦
し
め

ら
れ
た
。
こ
の
最
新
鋭
の
軍
隊
に
対
抗

す
る
た
め
に
、
雄
略
天
皇
の
時
代
、
長

野
、
群
馬
県
な
ど
に
あ
る
、
牧
場
に
適

し
た
火
山
灰
土
の
土
地
で
馬
を
育
て
、

騎
馬
軍
を
養
成
し
た
。
吉
備
は
騎
馬
の

育
成
で
後
れ
を
取
り
、
鉄
の
流
通
ル
ー

ト
の
独
占
も
崩
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

雄
略
天
皇
の
軍
事
構
想
が
完
成
し
た
大

和
に
水
を
あ
け
ら
れ
た
。
こ
の
後
、
大

和
か
ら
吉
備
へ
の
嫌
が
ら
せ
と
弱
体
化

策
が
始
ま
り
、吉
備
は
勢
い
を
な
く
す
。

　
亀
田
　
岡
山
県
内
で
は
造
山
、作
山
、

両
宮
山
と
巨
大
な
前
方
後
円
墳
が
三
つ

続
い
て
造
ら
れ
た
。
５
世
紀
後
半
、
最

後
に
造
ら
れ
た
両
宮
山
古
墳
（赤
磐
市
）

は
全
長
２
０
０
㍍
を
超
え
、
立
派
な
堀

は

に

わ

も
あ
る
が
、
埴
輪
や
墳
丘
斜
面
が
崩
れ

ふ
き
い
し

な
い
よ
う
に
並
べ
ら
れ
る
葺
石
が
な

く
、
未
完
成
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
時
期
に
吉
備
が
大
和
に
抑

え
込
ま
れ
た
た
め
、
結
果
的
に
未
完
成

に
終
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
備
中
で

は
５
世
紀
中
ご
ろ
に
全
長
約
２
８
０
㍍

の
作
山
古
墳
（
総
社
市
）
、
そ
の
少
し

後
に
同
１
２
０
㍍
ほ
ど
の
宿
寺
山
古
墳

（
同
市
）
が
造
ら
れ
る
が
、
次
の
１
０

０
㍍
ク
ラ
ス
の
古
墳
は
６
世
紀
後
半
の

こ
う
も
り
塚
古
墳
（
同
市
）
を
待
た
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
空
白
の
何
十
年
か

が
、
「
葬
ら
れ
た
」
と
い
う
吉
備
の
一

面
を
示
す
考
古
学
的
な
根
拠
に
な
る
。

　
大
森
　
や
は
り
「
日
本
書
紀
」
に
書

か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
い
。
白
村

江
の
戦
い
の
後
、
日
本
は
外
国
に
い
つ

攻
め
込
ま
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
情
勢

に
な
っ
た
。
対
策
と
し
て
、
古
代
日
本

の
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
国
外
に
対
し
、
国
力

を
誇
示
す
る
政
策
を
展
開
。
そ
の
一
つ

と
し
て
「
日
本
書
紀
」
も
つ
く
っ
た
。

時
の
権
力
者
・
藤
原
氏
の
意
向
が
入
っ

そ
ん
た
く

た
り
、
忖
度
し
た
り
し
つ
つ
「
日
本
は

す
ご
い
国
だ
（
か
ら
攻
め
て
く
る
な
ら

覚
悟
し
ろ
）
」
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
忖
度
の
一
環
で
、
藤

み

や

け

原
氏
の
政
敵
だ
っ
た
蘇
我
氏
が
屯
倉
の

設
置
な
ど
で
力
を
入
れ
て
い
た
吉
備
も

横
に
置
か
れ
た
。
８
世
紀
ご
ろ
の
吉
備

は
「
歴
史
書
に
書
か
な
く
て
も
問
題
に

な
ら
な
い
程
度
」
の
勢
力
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　
草
原
　
現
代
の
吉
備
に
住
む
わ
れ
わ

れ
は
ど
こ
へ
向
か
う
べ
き
か
。

　
大
森
　
「吉
備
と
大
和
の
二
頭
政
治
」

説
を
進
め
る
た
め
、
エ
ビ
デ
ン
ス
（
証

拠
）
を
固
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
岡
山
市
は
２
０
２
５
年
度
か
ら
古

墳
９
基
の
測
量
に
入
る
の
で
、
証
拠
が

出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。そ
し
て
、

今
を
生
き
る
岡
山
の
子
ど
も
た
ち
に

「
吉
備
の
先
人
は
こ
ん
な
に
す
ご
か
っ

た
」
と
胸
を
張
っ
て
伝
え
た
い
。


